
央アジア周辺を舞台に、雄大な自然の中で生きる
人々の生活と文化に焦点を当てた漫画『乙嫁語

り』。「漫画大賞2014」を受賞したこの作品の著者、森薫
さんが「中央アジア＋日本」対話の10周年を記念してイメ
ージキャラクターを作成した。中央アジア5カ国と日本の国
旗の色からイメージしたというキャラクターは、異国情緒あふ
れる民族衣装を身にまとった女性たち。森さんらしい柔らか
なタッチで親しみやすいと好評だ。今後、外務省が実施す
る「中央アジア＋日本」対話の広報や文化行事などのイベ
ントに登場。日本と中央アジアとの交流や相互理解を促進
していく。

人気漫画家、森薫さんが
イメージキャラクターをデザイン！
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首都：アスタナ
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主要産業：鉱業、農業、冶金・金属加工
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首都：アシガバット
面積：48万8,000㎢（日本の約1.3倍）
人口：520万人（2013年）
言語：トルクメン語、ロシア語
主要産業：鉱業、農業、牧畜
1人当たり国内総生産（GDP）：5,998.7ドル（2012年）
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タジキスタン

首都：ドゥシャンベ 
面積：14万3,100㎢（日本の約4割）
人口：820万人（2013年）
言語：タジク語、ロシア語
主要産業：農業、アルミニウム生産、水力発電
1人当たり国内総生産（GDP）：953.3ドル（2012年）
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首都：ビシュケク
面積：19万8,500㎢（日本の約2分の1）
人口：550万人（2013年）
言語：キルギス語、ロシア語
主要産業：農業、畜産業、鉱業
1人当たり国内総生産（GDP）：1,158ドル（2012年）
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ウズベキスタン

首都：タシケント
面積：44万7,400㎢（日本の約1.2倍）
人口：2,890万人（2013年）
言語：ウズベク語、ロシア語
主要産業：綿繊維産業、食品加工、機械製作、金、石油、天然ガス
1人当たり国内総生産（GDP）：1,367.1ドル（2010年）
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独
立
を
果
た
し
て
か
ら
も
、
新
た
な
困

難
に
直
面
し
て
き
た
中
央
ア
ジ
ア
。
旧
ソ

連
時
代
の
イ
ン
フ
ラ
を
生
か
し
、
国
の
発

展
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
一
役
買
っ

て
い
る
の
が
日
本
だ
。

　
同
じ
〝
ア
ジ
ア
〞
で
あ
り
な
が
ら
も
、
ど

こ
か
遠
く
感
じ
る
中
央
ア
ジ
ア
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、
日
本
か
ら
の
直
行
便
も
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
の
首
都
タ
シ
ケ
ン
ト
行
き
の

み
で
、
日
本
人
観
光
客
も
そ
う
多
く
な
い
。

　
し
か
し
実
は
そ
ん
な
中
央
ア
ジ
ア
の
国

づ
く
り
を
、
日
本
は
各
国
の
独
立
以
降
、

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
支
え
て
き
た
。
２
０

０
４
年
に
は
外
務
省
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

取
っ
て
「
中
央
ア
ジ
ア
＋
日
本
」
対
話
の

枠
組
み
を
設
立
。
そ
の
中
で
は
特
に
、
中

央
ア
ジ
ア
の
域
内
協
力
を
推
進
し
て
い
る
。

「
日
本
が
他
国
の
ド
ナ
ー
と
違
う
点
は
、
政

治
的
な
介
入
な
し
に
、
中
立
的
な
立
場
で

支
援
で
き
る
こ
と
で
す
。
日
本
が
間
に
入

っ
て
情
報
共
有
の
場
を
持
ち
、
共
に
解
決

に
取
り
組
め
ば
、
地
域
と
し
て
も
っ
と
発

展
で
き
る
は
ず
で
す
」
と
杉
浦
准
教
授
は

話
す
。

　
こ
の
枠
組
み
の
柱
は
、
貿
易
・
投
資
の

促
進
、
環
境
／
省
エ
ネ
・
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
と
格
差
是
正
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
安
定
化
、
防
災
分
野
の
協

力
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
ら
を
後
押
し
す
べ

く
、
有
償
・
無
償
・
技
術
協
力
を
効
果
的

に
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
運
輸
交
通
、
小

規
模
電
力
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
農
村
開
発
、

ビ
ジ
ネ
ス
振
興
な
ど
を
通
じ
て
、
中
央
ア

ジ
ア
の
持
続
的
な
成
長
を
支
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
近
年
は
、
国
境
を
接
す
る
ロ
シ

ア
や
中
国
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
と
の

　
古
く
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
を
紡
い

で
き
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
。
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
懸
け
橋
と
し
て
、
長
き
に
わ
た

り
、ヒ
ト
、モ
ノ
の
交
流
に
貢
献
し
て
き
た
。

そ
の
通
り
道
と
し
て
栄
え
て
き
た
の
が
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
真
ん
中
に
位
置
す
る

中
央
ア
ジ
ア
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
５
カ
国
だ
。
雄
大

な
自
然
に
囲
ま
れ
、
人
々
の
生
活
は
肥
よ

く
な
大
地
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。　

　
し
か
し
こ
の
地
域
に
は
、
立
ち
向
か
う

べ
き
課
題
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
国
々
が
持
つ

過
去
か
ら
脱
却
し

新
し
い
国
づ
く
り
を

こ
れ
か
ら
の
課
題
に

地
域
一
体
で
進
む

共
通
点
か
ら
見
え
て
く
る
。
こ
の
5
カ
国

は
、
か
つ
て
は
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
構
成

国
。
１
９
９
１
年
の
崩
壊
後
に
独
立
を
果

た
し
た
が
、
新
た
な
国
と
し
て
歩
み
始
め

た
道
は
、
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
旧
ソ
連
時
代
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
人
材
育
成
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
た

が
、
独
立
後
、
優
秀
な
技
術
者
の
多
く
は

ロ
シ
ア
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら

若
い
人
々
を
中
心
に
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
、
文
字
通
り
〝
ゼ
ロ
〞
か
ら
の
国
づ
く

り
が
懸
命
に
行
わ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
独
立
か
ら
20
年
が
過
ぎ
た
今
―
。

「
旧
ソ
連
時
代
か
ら
使
い
続
け
て
き
た
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
は
進
む
ば
か
り
。
そ
の
一

方
で
、
新
た
に
建
設
さ
れ
た
ホ
テ
ル
な
ど

の
ピ
カ
ピ
カ
の
イ
ン
フ
ラ
も
あ
り
、
そ
の

対
照
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
帝

京
大
学
経
済
学
部
の
杉
浦
史
和
准
教
授
は

話
す
。
さ
ら
に
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど

資
源
の
あ
る
国
と
な
い
国
で
開
発
に
差
が

生
じ
、
地
域
間
で
格
差
が
生
ま
れ
始
め
て

い
る
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
が

育
ん
だ
地
域

特集 中央アジア
開かれた地域へ
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開
か
れ
た
地
域
へ

同
じ
〝
ア
ジ
ア
〞
で
あ
り
な
が
ら
、

日
本
人
に
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
中
央
ア
ジ
ア
。

し
か
し
実
は
国
際
協
力
を
通
じ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
い
る
。

編
集
協
力
：
帝
京
大
学
経
済
学
部 

杉
浦
史
和
准
教
授
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関
係
づ
く
り
も
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。「
一
国
一
国
が
力
を
付
け
る
努
力
を

し
な
が
ら
、
近
隣
国
の
情
勢
に
も
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
杉
浦

准
教
授
。
特
に
テ
ロ
や
難
民
な
ど
多
く
の

問
題
を
抱
え
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
対
し

て
は
、
国
際
社
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
ア

メ
リ
カ
軍
撤
退
後
の
動
き
に
注
意
を
払
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
供
給
国
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
つ

な
ぐ
重
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
中
央
ア

ジ
ア
。
日
本
企
業
の
進
出
数
は
ま
だ
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
い
が
、
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
に
目
を
光
ら
せ
て
い
る
企
業
も
多

い
。
そ
の
成
長
の
可
能
性
は
無
限
大
だ
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
自
国
の
課
題
と
向
き

合
い
、
域
内
で
手
を
取
り
合
っ
て
開
か
れ

た
地
域
を
目
指
し
て
い
く
―
。
日
本
も
そ

ん
な
中
央
ア
ジ
ア
の
持
続
的
成
長
を
支
え

な
が
ら
、
新
た
な
関
係
を
築
き
始
め
て
い

る
。
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央アジア周辺を舞台に、雄大な自然の中で生きる
人々の生活と文化に焦点を当てた漫画『乙嫁語

り』。「漫画大賞2014」を受賞したこの作品の著者、森薫
さんが「中央アジア＋日本」対話の10周年を記念してイメ
ージキャラクターを作成した。中央アジア5カ国と日本の国
旗の色からイメージしたというキャラクターは、異国情緒あふ
れる民族衣装を身にまとった女性たち。森さんらしい柔らか
なタッチで親しみやすいと好評だ。今後、外務省が実施す
る「中央アジア＋日本」対話の広報や文化行事などのイベ
ントに登場。日本と中央アジアとの交流や相互理解を促進
していく。

人気漫画家、森薫さんが
イメージキャラクターをデザイン！
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カザフスタン

首都：アスタナ
面積：272万4,900㎢（日本の約7倍）
人口：1,640万人（2013年）
言語：カザフ語、ロシア語
主要産業：鉱業、農業、冶金・金属加工
1人当たり国内総生産（GDP）：1万1,983ドル（2012年）
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首都：アシガバット
面積：48万8,000㎢（日本の約1.3倍）
人口：520万人（2013年）
言語：トルクメン語、ロシア語
主要産業：鉱業、農業、牧畜
1人当たり国内総生産（GDP）：5,998.7ドル（2012年）

1

1

2

3

4
5

タジキスタン

首都：ドゥシャンベ 
面積：14万3,100㎢（日本の約4割）
人口：820万人（2013年）
言語：タジク語、ロシア語
主要産業：農業、アルミニウム生産、水力発電
1人当たり国内総生産（GDP）：953.3ドル（2012年）

3

5

キルギス

首都：ビシュケク
面積：19万8,500㎢（日本の約2分の1）
人口：550万人（2013年）
言語：キルギス語、ロシア語
主要産業：農業、畜産業、鉱業
1人当たり国内総生産（GDP）：1,158ドル（2012年）
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ウズベキスタン

首都：タシケント
面積：44万7,400㎢（日本の約1.2倍）
人口：2,890万人（2013年）
言語：ウズベク語、ロシア語
主要産業：綿繊維産業、食品加工、機械製作、金、石油、天然ガス
1人当たり国内総生産（GDP）：1,367.1ドル（2010年）
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独
立
を
果
た
し
て
か
ら
も
、
新
た
な
困

難
に
直
面
し
て
き
た
中
央
ア
ジ
ア
。
旧
ソ

連
時
代
の
イ
ン
フ
ラ
を
生
か
し
、
国
の
発

展
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
一
役
買
っ

て
い
る
の
が
日
本
だ
。

　
同
じ
〝
ア
ジ
ア
〞
で
あ
り
な
が
ら
も
、
ど

こ
か
遠
く
感
じ
る
中
央
ア
ジ
ア
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、
日
本
か
ら
の
直
行
便
も
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
の
首
都
タ
シ
ケ
ン
ト
行
き
の

み
で
、
日
本
人
観
光
客
も
そ
う
多
く
な
い
。

　
し
か
し
実
は
そ
ん
な
中
央
ア
ジ
ア
の
国

づ
く
り
を
、
日
本
は
各
国
の
独
立
以
降
、

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
支
え
て
き
た
。
２
０

０
４
年
に
は
外
務
省
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

取
っ
て
「
中
央
ア
ジ
ア
＋
日
本
」
対
話
の

枠
組
み
を
設
立
。
そ
の
中
で
は
特
に
、
中

央
ア
ジ
ア
の
域
内
協
力
を
推
進
し
て
い
る
。

「
日
本
が
他
国
の
ド
ナ
ー
と
違
う
点
は
、
政

治
的
な
介
入
な
し
に
、
中
立
的
な
立
場
で

支
援
で
き
る
こ
と
で
す
。
日
本
が
間
に
入

っ
て
情
報
共
有
の
場
を
持
ち
、
共
に
解
決

に
取
り
組
め
ば
、
地
域
と
し
て
も
っ
と
発

展
で
き
る
は
ず
で
す
」
と
杉
浦
准
教
授
は

話
す
。

　
こ
の
枠
組
み
の
柱
は
、
貿
易
・
投
資
の

促
進
、
環
境
／
省
エ
ネ
・
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
と
格
差
是
正
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
安
定
化
、
防
災
分
野
の
協

力
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は
こ
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ら
を
後
押
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す
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く
、
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・
無
償
・
技
術
協
力
を
効
果
的

に
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み
合
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せ
な
が
ら
、
運
輸
交
通
、
小

規
模
電
力
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
農
村
開
発
、

ビ
ジ
ネ
ス
振
興
な
ど
を
通
じ
て
、
中
央
ア

ジ
ア
の
持
続
的
な
成
長
を
支
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
近
年
は
、
国
境
を
接
す
る
ロ
シ

ア
や
中
国
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
と
の

　
古
く
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
を
紡
い

で
き
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
。
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
懸
け
橋
と
し
て
、
長
き
に
わ
た

り
、ヒ
ト
、モ
ノ
の
交
流
に
貢
献
し
て
き
た
。

そ
の
通
り
道
と
し
て
栄
え
て
き
た
の
が
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
真
ん
中
に
位
置
す
る

中
央
ア
ジ
ア
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
の
５
カ
国
だ
。
雄
大

な
自
然
に
囲
ま
れ
、
人
々
の
生
活
は
肥
よ

く
な
大
地
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。　

　
し
か
し
こ
の
地
域
に
は
、
立
ち
向
か
う

べ
き
課
題
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
国
々
が
持
つ

過
去
か
ら
脱
却
し

新
し
い
国
づ
く
り
を

こ
れ
か
ら
の
課
題
に

地
域
一
体
で
進
む

共
通
点
か
ら
見
え
て
く
る
。
こ
の
5
カ
国

は
、
か
つ
て
は
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
構
成

国
。
１
９
９
１
年
の
崩
壊
後
に
独
立
を
果

た
し
た
が
、
新
た
な
国
と
し
て
歩
み
始
め

た
道
は
、
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
旧
ソ
連
時
代
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
人
材
育
成
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
た

が
、
独
立
後
、
優
秀
な
技
術
者
の
多
く
は

ロ
シ
ア
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら

若
い
人
々
を
中
心
に
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
、
文
字
通
り
〝
ゼ
ロ
〞
か
ら
の
国
づ
く

り
が
懸
命
に
行
わ
れ
て
き
た
。

　
し
か
し
独
立
か
ら
20
年
が
過
ぎ
た
今
―
。

「
旧
ソ
連
時
代
か
ら
使
い
続
け
て
き
た
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
は
進
む
ば
か
り
。
そ
の
一

方
で
、
新
た
に
建
設
さ
れ
た
ホ
テ
ル
な
ど

の
ピ
カ
ピ
カ
の
イ
ン
フ
ラ
も
あ
り
、
そ
の

対
照
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
帝

京
大
学
経
済
学
部
の
杉
浦
史
和
准
教
授
は

話
す
。
さ
ら
に
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
な
ど

資
源
の
あ
る
国
と
な
い
国
で
開
発
に
差
が

生
じ
、
地
域
間
で
格
差
が
生
ま
れ
始
め
て

い
る
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
が

育
ん
だ
地
域
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開
か
れ
た
地
域
へ

同
じ
〝
ア
ジ
ア
〞
で
あ
り
な
が
ら
、

日
本
人
に
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
中
央
ア
ジ
ア
。

し
か
し
実
は
国
際
協
力
を
通
じ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
い
る
。

編
集
協
力
：
帝
京
大
学
経
済
学
部 

杉
浦
史
和
准
教
授

C e n t r a l      A s i a

Tajikistan
Turkmenistan

Kazakhstan

関
係
づ
く
り
も
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。「
一
国
一
国
が
力
を
付
け
る
努
力
を

し
な
が
ら
、
近
隣
国
の
情
勢
に
も
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
杉
浦

准
教
授
。
特
に
テ
ロ
や
難
民
な
ど
多
く
の

問
題
を
抱
え
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
対
し

て
は
、
国
際
社
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
ア

メ
リ
カ
軍
撤
退
後
の
動
き
に
注
意
を
払
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
供
給
国
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
つ

な
ぐ
重
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
中
央
ア

ジ
ア
。
日
本
企
業
の
進
出
数
は
ま
だ
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
い
が
、
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
に
目
を
光
ら
せ
て
い
る
企
業
も
多

い
。
そ
の
成
長
の
可
能
性
は
無
限
大
だ
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
自
国
の
課
題
と
向
き

合
い
、
域
内
で
手
を
取
り
合
っ
て
開
か
れ

た
地
域
を
目
指
し
て
い
く
―
。
日
本
も
そ

ん
な
中
央
ア
ジ
ア
の
持
続
的
成
長
を
支
え

な
が
ら
、
新
た
な
関
係
を
築
き
始
め
て
い

る
。
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